
（別記） 

令和４年度いなべ市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本地域の水田農業は、各集落の合意により指名された中心となる経営体によって守ら

れている。その中で、認定農業者や集落営農組合等に利用権設定等による農地集積や作

業受委託が進んでおり、麦、大豆の二毛作を中心にブロックローテーションによる取組

みが行われている。また、一部の地域の水稲以外に作付が適さない水田については、飼

料用米等の生産が行われている。 

農業生産活動は水稲を基幹作物として、畜産、茶、施設園芸等多様な農業が展開され

ている。しかし、主食用米の需要減少による農業所得の低下や兼業農家の後継者不足、

高齢化等が急速に進行しており、中山間地においては、鳥獣の被害も頻発している。 

また、農村集落の混住化などから、集落機能が低下し共同活動が困難になり、集落単

位での生産活動も難しくなってきているため、農業生産構造の改善が求められている。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

 高収益作物については、産地指定を受けている「キャベツ」の生産拡大に向けて取り

組んでいくほか、中山間地域における、獣害を受けにくい高収益作物として、薬用植物

及び藍の栽培についても推進する。転作作物については、麦、大豆、そば、飼料用米に

ついて主に収量の向上を目指し取組を推進する。 

 また、市内の畜産農家との連携により、飼料用米のわらと畜産堆肥の交換を進めるこ

とで循環型農業体系の確立についての取組も推進する。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

  

当地域内において、現在主食用米の需要は減少していないが、近年の米価が下落して

いることから、主食用米からの経営転換に取り組む必要がある。 

当地域内は集落単位でブロックローテーション体系が構築されており、概ね３年もし

くは２年のサイクルで水稲と転換作物のローテーションが行われている。今後もこのサ

イクルを維持しながら転換作物の拡大を推進する。 

また、ブロックローテーション体系に入っておらず、湛水機能を有しているが水稲を作

付する見込みがない圃場については概ね把握できているため、当該圃場の生産者に畑地

化支援を活用した畑地化を積極的に推進する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

地域の特性を活かし消費者・実需者のニーズに対応した米を計画的に生産し、米の主産

地としての地位を確保するため、安心安全で高品質な良食味米の安定生産を基本とし、

需要に応じた売れる米づくりを推進する。 

 また、ＪＡの栽培暦に基づき基本技術の励行、全量種子更新・生産履歴記帳・農産物

検査の受検等ＪＡ米への積極的な取り組み及び担い手を主体に「特別栽培農産物に係る



表示ガイドライン」に基づいた減農薬・減化学肥料等の特色ある栽培を進め、安心・安

全な米の生産及び販売の確立を促進する。 

（２）備蓄用米 

 取組なし。 

 

（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

主食用米の需要減少が見込まれる中、水稲以外に作付けが適さない水田においては、

地域の水利条件等を考慮して推進する。 

また、畜産農家からの需要もあり、契約数量を確保するための単収向上が課題となっ

ているため、多収品種の導入、適切な肥培管理、病害虫防除等の生産性向上の取組を推

進する。さらに、飼料用米の稲わら利用により生産された飼料は、輸入飼料の購入価格

に比べ安価であることから需要があり、水田の有効活用・農地の高度利用の観点からも

耕畜連携を推進する。 

 

  イ WCS用稲 

 地域内の畜産農家との連携や安定的な供給ができる体制づくりを推進しながら、畜産

農家の需要に応じた計画的な面積拡大を図る。 

 

  ウ 加工用米 

 主食用の水稲としての作付けだけでなく、加工を前提とした水稲の作付により、販売

単価の向上による農業所得の向上を図る。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

水稲を主体に麦・大豆の土地利用型作物を組み合わせた輪作体系及び集落単位でのブ  

ロックローテーションを継続し、５年後においても現行の麦、大豆の作付面積を維持、

拡大する。 

 麦は、需要のある品種に転換を図りながら拡大を進め、実需者との連携により面積は

年々拡大してきたが、連作障害等や中山間地においては獣害被害による収量の低下が見

られ、県産小麦の需要に対応できる供給量の確保や、安定した品質の確保が課題となっ

ている。このため、収量・品質の向上に向け、除草剤散布、止葉抽出期追肥、赤カビ病

防除等基本技術の励行のほか、小明渠浅耕播種による排水対策等を実施しつつ、面積拡

大を図る。また、麦の二毛作による水田の高度利用は、作付面積拡大に有効な手法であ

るが、当管内ではほとんど定着していないため、推進を図る。 

 大豆については、国産大豆の需要が増加する中、水田の高度利用として１年２作型の

二毛作栽培の取組を推進することで、作付面積の拡大を図る。また、種子更新、資材（石

灰、堆肥等）施用、除草剤散布、病害虫防除等基本技術の励行のほか、種子調湿による

湿害回避、葉面散布や肥効調整型肥料による肥培管理の高度化や狭畦無中耕播種により

生産性の向上を図る。 

 飼料作物については、地域内の畜産農家との耕畜連携の取組を推進し、畜産農家の需

要に応じた計画的な面積拡大を図る。 

 

（５）そば、なたね 

本市は、そばの生育に適した地形であることなどから、麦・大豆に続く作物として、

そばの生産を推進している。 

契約栽培を基本とし、実需者と調整を図り、生産物が正当に評価・販売されるよう努

めるとともに、鳥獣の被害が少ない作物であるため、担い手へ栽培面積の拡大を図り、「い

なべの里の蕎麦」としてブランド化を推進する。 



 また、麦作跡の有効利用のため１年２作型の二毛作に積極的に取組み、水田の高度利

用への拡大を図る。 

 

（７）地力増進作物 

 資材費の高騰が避けられない中、産地交付金を活用することで、地力増進作物による

地力の回復・維持・向上を図る。 

 

（８）高収益作物 

 産地交付金を活用し、ハトムギ、キャベツ、カノコソウ、藍を地域特産作物として位

置付け、付加価値の高い高収益作物の生産に取り組む。 

 契約栽培を基本とし、実需者と調整を図り、生産物が正当に評価・販売されるよう努

めるとともに、鳥獣の被害が少ない作物であるため担い手への栽培面積の拡大を図る。 

 また、麦作跡等の有効利用のため１年２作型の二毛作に積極的に取組み、水田の高度

利用の拡大を図る。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1186.70 1,174.45 1,000.00

213.26 270.00 270.00

4.32 4.83 5.00

1.25 1.25 2.00

463.12 44.60 470.00 21.70 500.00 36.80

256.78 241.20 260.00 241.00 270.00 230.00

3.29 1.05 10.77 2.70 5.00

・子実用とうもろこし 5.77

47.94 45.48 48.00 45.50 52.00 50.00

0.50 0.60

・野菜 4.24 1.81 4.66 1.81 6.50 3.00

・花き・花木 7.00

・果樹 1.00

・その他の高収益作物 0.14 0.28 4.85

188.00

・茶 1.00 1.00

0.00

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

麦　作付面積 （3年度） 46,312 a （5年度） 50,000 a

小麦　平均単収 230 kg/10a 352 kg/10a

大麦　平均単収 202 kg/10a 389 kg/10a

はだか麦　平均単収 314 kg/10a 515 kg/10a

大豆　作付面積 25,678 a 27,000 a

大豆　平均単収 80 a 88 a

飼料用米　作付面積 19,121 a 27,000 a

飼料用米　平均単収 456 kg/10a 479 kg/10a

WCS用稲　作付面積 432 a 500 a

WCS用稲　平均単収 5
ロール
/10a

6
ロール
/10a

麦　作付面積 4,460 a 3,680 a

大豆　作付面積 21,200 a 23,000 a

ハトムギ　作付面積 365 a 450 a

キャベツ　作付面積 181 a 300 a

飼料作物　作付面積 105 a 300 a

キャベツ　作付面積 242 a 350 a

カノコソウ　作付面積 7 a 15 a

藍　作付面積 7 a 20 a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

大豆・黒大豆

9

8

6

7

2

3

4

5

飼料用米

飼料用米

WCS

そば（基幹作）

飼料用米

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 小麦・大麦・はだか麦 　麦の生産性向上助成

　大豆の生産性向上助
成

　新規需要米（飼料用
米）の複数年契約取組
助成

複数年契約面積

　新規需要米（飼料用
米）の生産性向上助成

作付面積

　新規需要米（WCS）の
栽培取組助成

　そばの栽培取組助成 作付面積

　耕畜連携連携助成
（飼料用米のわら利
用）

　二毛作助成

　二毛作助成（そば） そば　作付面積

麦・大豆・ハトムギ・キャ
ベツ・飼料作物

そば

　地力増進作物助成 合計作付面積

10 キャベツ、カノコソウ、藍
　高収益作物栽培助成
（基幹作）

レンゲ11

前年度（実績） 目標値

19,121 a 18,400 a

61 a 200 a

1,326 a 1,600 a

3,437 a 5,000 a

- a 60 a



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：三重県

協議会名：いなべ市地域農業再生協議会

1 　麦の生産性向上助成 1,2 3,000 小麦・大麦・はだか麦
赤カビ防除に加え排水対策、土壌改良等の追加要件を実
施

2 　大豆の生産性向上助成 1,2 3,000 大豆・黒大豆
病害虫防除に加え排水対策、土壌改良等の追加要件を実
施

3 　新規需要米（飼料用米）の複数年契約取組助成 1 0 飼料用米 複数年契約を締結していること

4 　新規需要米（飼料用米）の生産性向上助成 1 4,000 飼料用米 土壌改良、多肥栽培等

5 　新規需要米（WCS）の栽培取組助成 1 4,000 WCS WCSの作付け面積に応じて支援

6 　そばの栽培取組助成 1 0 そば（基幹作） そばの作付け面積に応じて支援

7 　耕畜連携連携助成（飼料用米のわら利用） 1,2 10,000 飼料用米 利用供給協定を結んだ農業者に対して支援

8 　二毛作助成 2 8,000 麦・大豆・ハトムギ・キャベツ・飼料作物 対象作物の二毛作に取り組む作付け面積に応じて支援

9 　二毛作助成（そば） 2 14,800 そば そばの二毛作に取り組む作付け面積に応じて支援

10 　高収益作物栽培助成（基幹作） 1 20,000 キャベツ、カノコソウ、藍 高収益作物の作付面積に応じて支援

11 　地力増進作物助成 1 20,000 レンゲ
水稲の作付面積の減少を条件に地力増進作物の作付面積に応じて
支援

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。


